
資料２　第２期伊勢市環境基本計画　取組実績

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
1 1 低炭素社会

づくりの推進
・てんぷら油の回収につい
て、広報いせや講習会の場
で啓発を行った。
・回収したてんぷら油につい
て、市内公衆浴場での重油、
焚きつけ材にかわる燃料や
バイオディーゼル燃料とし
て、再利用を図った。

・てんぷら油の回収につい
て、広報いせや講習会の場
で啓発を行う。
・回収したてんぷら油につい
て、市内公衆浴場での重油、
焚きつけ材にかわる燃料や
バイオディーゼル燃料とし
て、再利用を図る。

・てんぷら油の回収につい
て、広報いせや講習会の場
で啓発を行う。
・回収したてんぷら油につい
て、市内公衆浴場での重油、
焚きつけ材にかわる燃料や
バイオディーゼル燃料とし
て、再利用を図る。

・てんぷら油の回収につい
て、広報いせや講習会の場
で啓発を行う。
・回収したてんぷら油につい
て、市内公衆浴場での重油、
焚きつけ材にかわる燃料とし
て、再利用を図る。

・てんぷら油の回収につい
て、広報いせや講習会の場
で啓発を行う。
・回収したてんぷら油につい
て、市内公衆浴場での重油、
焚きつけ材にかわる燃料とし
て、再利用を図る。

5 清掃課 － － － － － － －

・当初は、てんぷら油からバイ
オディーゼル燃料を精製し、
代替燃料としていたが、現在
は市内公衆浴場での、重油焚
き付け材として再利用してい
る。

・今後も引き続き、
回収したてんぷら
油について、市内
公衆浴場での重
油、焚きつけ材に
かわる燃料として、
再利用を図る。

・太陽光発電設備の導入を
支援
　上限 ６万円／件
　上限 １６万円／件

・太陽光発電設備の導入を
支援
　６万円／件

・太陽光発電設備の導入を
支援
　６万円／件

・太陽光発電設備の導入を
支援
　６万円／件

・太陽光発電設備の導入を
支援
　６万円／件 33,632 環境課 ★

太陽光発電
設置件数（中
部電力（株）と
の受給契約
件数）

3,580
件

3,885
件

4,121
件

4,405
件

4,619
件

6,500
件

H27～R1で515件補助。累積
2,250件となり、太陽光発電の
普及につながった。

太陽光発電設備の
価格が下がり、標
準化が進んでいる
ことからR1年度で
終了。

－ － － － ・神社・大湊統合小学校（み
なと小学校）に太陽光発電設
備を設置する。（R元-R2継続
事業）

40,600
学校統
合推進
室

－ － － － － － －

令和3年4月の開校に向けて
事業を遂行出来ている。

令和2年度も事業
を継続する。

・自家用自動車への依存度
が高くなっており、マイカーか
らよりCO２排出量の少ない
公共交通機関利用へのシフ
トを促進した。
・交通渋滞対策（パークアン
ドバスライド等）を進め、自動
車乗車時間の減少を図り、
CO２削減に寄与した。

・自家用自動車への依存度
が高くなっており、マイカーか
らよりCO２排出量の少ない
公共交通機関利用へのシフ
トを促進。
・交通渋滞対策（パークアン
ドバスライド等）を進め、自動
車乗車時間の減少を図り、
CO２削減に寄与する。

・自家用自動車への依存度
が高くなっており、マイカーか
らよりCO２排出量の少ない
公共交通機関利用へのシフ
トを促進。
・交通渋滞対策（パークアン
ドバスライド等）を進め、自動
車乗車時間の減少を図り、
CO２削減に寄与する。

・自家用自動車への依存度
が高くなっていることから、マ
イカーからよりCO２排出量の
少ない公共交通機関利用へ
のシフトを促進。
・交通渋滞対策（パークアン
ドバスライド等）を進め、自動
車乗車時間の減少を図り、
CO２削減に寄与する。

・自家用自動車への依存度
が高くなっていることから、マ
イカーからよりCO２排出量の
少ない公共交通機関利用へ
のシフトを促進。
・交通渋滞対策（パークアン
ドバスライド等）を進め、自動
車乗車時間の減少を図り、
CO２削減に寄与する。

3,337,552
交通政
策課

－ － － － － － －

・令和元年度のおかげバス
（デマンド）の利用者数が、平
成19年4月からの運行開始時
より一番多い利用者数となっ
たことから、公共交通の利用
促進について一定の成果が
あったと評価する。
・交通渋滞対策（パークアンド
バスライド等）の実施により、
神宮周辺の交通渋滞が緩和
され、一定の効果を得たと評
価する。

・交通不便地域の
解消及び市内移動
利便性の向上のた
め、引き続きコミュ
ニティバス運行を
継続する。
・引き続き交通渋
滞対策（パークア
ンドバスライド等）
を進め、自動車乗
車時間の減少を図
り、CO２削減に寄
与する。

電気自動車等を活用した伊
勢市低炭素社会創造協議会
の参画者と連携し、行動計
画「おかげさまAction！」に
基づく、次世代自動車の利
用促進や充電設備の普及促
進、EVを活用した観光キャン
ペーン等を実施した。

電気自動車等を活用した伊
勢市低炭素社会創造協議会
の参画者と連携し、行動計
画「おかげさまAction！」に
基づく、次世代自動車の利
用促進や充電設備の普及促
進、EVを活用した観光キャン
ペーン等を実施する。

電気自動車等を活用した伊
勢市低炭素社会創造協議会
の参画者と連携し、行動計
画「おかげさまAction！」に
基づく、次世代自動車の利
用や充電設備の普及を促進
する。

電気自動車等を活用した伊
勢市低炭素社会創造協議会
の参画者と連携し、行動計
画「おかげさまAction！」に
基づく、次世代自動車の利
用や充電設備の普及を促進
する。

自動車メーカー等との連携を
図り、行動計画「おかげさま
Action！」に基づく、次世代
自動車の利用や充電設備の
普及を促進する。 0 環境課 ★ － － － － － － －

行動計画「おかげさま
Action！」に基づき、市役所で
の導入、イベントでのPRなど
次世代自動車の普及促進を
図った。

次世代自動車の普
及は過渡期にあ
り、引き続いて積
極的な周知により
普及促進を図る。

3 省エネルギー
の推進

省エネルギー
な生活･事業
活動への転
換を行いま
す。

夜間の犯罪防止のために設
置している防犯灯をLED防犯
灯へ取替え、LED防犯灯の
設置を推進していくため、補
助金・助成金を自治会等に
交付した。
防犯灯を蛍光灯からLEDに
切替ることで、電気代を30％
程度削減し、CO2排出量を
約50％削減できる。省エネル
ギーの推進に繋げた。

夜間の犯罪防止のために設
置している防犯灯をLED防犯
灯へ取替え、LED防犯灯の
設置を推進していくため、補
助金・助成金を自治会等に
交付する。
防犯灯を蛍光灯からLEDに
切替ることで、電気代を30％
程度削減し、CO2排出量を
約50％削減できる。省エネル
ギーの推進に繋がる。

夜間の犯罪防止のために設
置している防犯灯のLED化を
推進するため、自治会へ交
付している補助金・助成金の
中で、LED防犯灯の設置・取
替補助を優遇している。
防犯灯を蛍光灯からLEDに
切替ることで、電気代を50％
程度削減し、CO2排出量を
約50％削減できる。省エネル
ギーの推進に繋がる。

夜間の犯罪防止のために設
置している防犯灯のLED化を
推進するため、自治会へ交
付している補助金・助成金の
中で、LED防犯灯の設置・取
替補助を優遇している。
防犯灯を蛍光灯からLEDに
切替ることで、電気代を50％
程度削減し、CO2排出量を
約50％削減できる。省エネル
ギーの推進に繋がる。

低炭素化社会実現を目指
し、夜間の犯罪防止のため
に自治会が設置し維持管理
している防犯灯のLED化を推
進していく。LEDの高い省エ
ネ性によりCO2排出量・電気
使用量を削減する。

168,719
危機管
理課

－ － － － － － －

本事業は、H24～R3年度まで
の10ヶ年事業であるが、R1年
度までにLED取替えを完了し
た自治会は、85.4％であるた
め一定の効果を示している。
今後についても、更なる進捗
率向上に努めていく。

Ｒ2年度から、取替
えを速やかに申請
できる方法に変更
し、進捗率向上に
努める。

・倉田山公園に省エネで長
寿命光源の照明灯を設置。
・道路照明施設にＬＥＤ球を
設置及び取替を行った。

・道路照明施設にＬＥＤ球を
設置及び取替を行う。

・道路照明施設にＬＥＤ球を
設置及び取替を行う。

道路照明施設にＬＥＤ球を設
置及び取替を行う。

道路照明施設にＬＥＤ球を設
置及び取替を行う。

20,749 維持課 － － － － － － －

道路照明灯のLED化を行うこ
とにより省エネルギー化、長
寿命化が図れた。また、全体
の箇所数が多いことからLED
化への交換箇所数が延び悩
んでいる。

今後も、順次LED
に取替を行うことに
より省エネルギー
化、長寿命化を図
りたい。

重度身体障害者デイサービ
スセンターへ高効率空調を
導入した。

【単年度事業のため、28年度
以降はなし】

【単年度事業のため、28年度
以降はなし】

【単年度事業のため、28年度
以降はなし】

【単年度事業のため、28年度
以降はなし】

100,440
障がい
福祉課

－ － － － － － －

― ― 伊勢市役所本館の照明器具
を全面的にＬＥＤにする。
(H29～H30)

伊勢市役所本館の照明器具
を全面的にＬＥＤにする。
(H29～H30)

－

212,700
資産経
営課

－ － － － － － －

本庁舎の全ての照明がLED
化された

引き続き節電に努
める。

－ － － － 神社・大湊統合小学校（みな
と小学校）の照明器具にLED
を導入する。（R元-R2継続事
業）

75,220
学校統
合推進
室

－ － － － － － －

令和3年4月の開校に向けて
事業を遂行出来ている。

令和2年度も事業
を継続する。

実績値

2 次世代自動
車の普及促
進

電気自動車
等の次世代
自動車の普
及を進めま
す。

地球環境に
配慮し、資
源やエネル
ギーを大切
にする、循
環型社会の
まち

1 再生可能エネ
ルギーの導
入促進

太陽エネル
ギーなどの再
生可能エネル
ギーの導入を
推進するとと
もに、ごみ処
理等のエネル
ギーの有効
利用を検討し
ます。

本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

1



27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

1 1 低炭素社会
づくりの推進

3 省エネルギー
の推進

省エネルギー
な生活･事業
活動への転
換を行いま
す。

・観光協会が行ったフォトサ
イクルイベントに負担金を交
付した。

・観光協会が行ったフォトサ
イクルイベントに負担金を交
付

・観光協会が行うフォトサイク
ルイベントに負担金を交付す
る。

・観光協会が行うレンタサイ
クル乗り捨て実証実験に負
担金を交付する。
・観光協会が行うサイクル
マップ作成に負担金を交付
する。

－

1,178
観光振
興課

－ － － － － － －

商店街が設置、維持管理す
る街路灯等をＬＥＤ化するに
あたり補助金を交付した。

商店街が設置、維持管理す
る街路灯等をＬＥＤ化するに
あたり補助金を交付

商業団体がグリーンカーテン
の設置など環境・省エネ対策
事業を行うにあたり補助金を
交付

・商業団体がグリーンカーテ
ンの設置など環境・省エネ対
策事業を行うにあたり補助金
を交付

・商店街が設置、維持管理す
る街路灯等をＬＥＤ化するに
あたり補助金を交付

商業団体がグリーンカーテン
の設置など環境・省エネ対策
事業を行うにあたり補助金を
交付

611
商工労
政課

－ － － － － － －

・伊勢市商業魅力アップ支援
事業補助金には、これまで20
件の申請があり、商店街等の
商業団体が新たな企画や取
組などを行うきっかけとなり、
商業の活性化に寄与してき
た。
しかしながら、快適環境整備
事業に係る申請は無いため、
商業団体の動向を注視し、当
該補助金の活用を提案する
必要がある。

・商店街のLED化に係る補助
金については、計画期間中2
件の申請があり、環境に配慮
した商店街づくりや商店街の
活性化に寄与した。

引き続き、地域住
民や観光客を始め
とする、消費者の
ニーズに幅広く対
応するため、伊勢
市商業魅力アップ
支援事業補助金に
おいて、快適環境
整備事業を補助対
象事業として、盛り
込んでいく。

市民向けと市職員向けにエ
コドライブ講習会を実施し
た。
（市民向け2回、市職員向け3
回）

市民向けと市職員向けにエ
コドライブ講習会を実施す
る。
（市民向け3回、市職員向け3
回）

市民向けと市職員向けにエ
コドライブ講習会を実施す
る。
（市民向け2回、市職員向け3
回）

市民及び市職員を対象とし
たエコドライブ講習会を開催
する。
（年４回）

市民及び市職員を対象とし
たエコドライブ講習会を開催
する。
（年４回） 1,504 環境課 ★ － － － － － － －

エコドライブ講習会を5年間で
計23回実施、318人が参加し、
参加者の意識を高めた。

引き続き講習を継
続するが、講習参
加者のみに啓発が
限定されるため、
講習以外の方法で
も啓発する方策を
検討する。

環境管理システム運用
市役所本庁舎・総合支所等
における電気、燃料、用紙等
の使用量抑制に努めた。

環境管理システム運用
市役所本庁舎・総合支所等
における電気、燃料、用紙等
の使用量抑制

環境管理システム運用
市役所本庁舎・総合支所等
における電気、燃料、用紙等
の使用量抑制

環境管理システム運用
市役所本庁舎・総合支所等
における電気、燃料、用紙等
の使用量抑制

環境管理システム運用
市役所本庁舎・総合支所等
における電気、燃料、用紙等
の使用量抑制 0 環境課 － － － － － － －

市役所で取り組み、電気、燃
料、ごみは減少傾向、用紙使
用量は増加。

さらなる取組の徹
底により使用量等
の削減に取り組
む。市の事務事業
での取り組みと合
わせ、市域への広
がりを検討する。

1 廃棄物の発
生抑制
（Reduce）

廃棄物が発
生しない生
活･事業活動
への転換を
行います。

・出前講座として、ごみの資
源化に関する講座の開催を
行った。
・ええやんか！マイバッグ（レ
ジ袋有料化）検討会におい
て、事業所（スーパーマー
ケットなど）・市民団体・市が
協力して、市内スーパー等
のレジ袋有料化、マイバッグ
の持参促進を行い、余分な
レジ袋の削減に取り組んだ。
・生ごみの減量化のため、生
ごみ処理機の購入に要する
経費の一部を助成した。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ええやんか！マイバッグ（レ
ジ袋有料化）検討会におい
て、事業所（スーパーマー
ケットなど）・市民団体・市が
協力して、市内スーパー等
のレジ袋有料化、マイバッグ
の持参促進を行い、余分な
レジ袋の削減に取り組む。
・生ごみの減量化のため、生
ごみ処理機の購入に要する
経費の一部を助成する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ええやんか！マイバッグ（レ
ジ袋有料化）検討会におい
て、事業所（スーパーマー
ケットなど）・市民団体・市が
協力して、市内スーパー等
のレジ袋有料化、マイバッグ
の持参促進を行い、余分な
レジ袋の削減に取り組む。
・生ごみの減量化のため、生
ごみ処理機の購入に要する
経費の一部を助成する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ええやんか！マイバッグ（レ
ジ袋有料化）検討会におい
て、事業所（スーパーマー
ケットなど）・市民団体・市が
協力して、市内スーパー等
のレジ袋有料化、マイバッグ
の持参促進を行い、余分な
レジ袋の削減に取り組む。
・生ごみの減量化のため、生
ごみ処理機の購入に要する
経費の一部を助成する。
・食品ロスの削減に係る啓発
活動に取り組む。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ええやんか！マイバッグ（レ
ジ袋有料化）検討会におい
て、事業所（スーパーマー
ケットなど）・市民団体・市が
協力して、市内スーパー等
のレジ袋有料化、マイバッグ
の持参促進を行い、余分な
レジ袋の削減に取り組む。
・生ごみの減量化のため、生
ごみ処理機の購入に要する
経費の一部を助成する。
・食品ロスの削減に係る啓発
活動に取り組む。

13,477 清掃課 ★

・レジ袋有料化が法制化さ
れ、先進的に取り組んできた
当市としては、レジ袋辞退率
が90％以上を維持しており、
一定の成果は果たしたと考え
る。今後は、食品ロスの削減
など、新たな取り組みに重点
を置いていく必要がある。

・「ええやんか！マ
イバッグ（レジ袋有
料化）検討会」を発
展的に解消し新た
に立ち上げた、「減
らそに！いせの食
品ロス協議会」を
中心に、食品ロス
の削減に取り組む
とともに、生ごみ処
理機の助成につい
ても、令和2年度中
に補助内容を見直
ししていく。

2 廃棄物の再
使用
（Reuse）･再
生利用
（Recycle）の
推進

再使用･再生
利用のしくみ
づくりを行い、
焼却･埋立ご
みの減量を
図ります。

ごみの減量・資源化、市民の
意識向上のため、自治会や
子供会などの団体が行う廃
品回収に対し、回収した資源
の量に応じた奨励金を交付
した。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ごみの減量・資源化、市民
の意識向上のため、自治会
や子供会などの団体が行う
廃品回収に対し、回収した資
源の量に応じた奨励金を交
付する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ごみの減量・資源化、市民
の意識向上のため、自治会
や子供会などの団体が行う
廃品回収に対し、回収した資
源の量に応じた奨励金を交
付する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ごみの減量・資源化、市民
の意識向上のため、自治会
や子供会などの団体が行う
廃品回収に対し、回収した資
源の量に応じた奨励金を交
付する。
・燃えるごみに含まれている
資源物（特に雑がみ）の分別
徹底について啓発活動に取
り組む。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・ごみの減量・資源化、市民
の意識向上のため、自治会
や子供会などの団体が行う
廃品回収に対し、回収した資
源の量に応じた奨励金を交
付する。
・燃えるごみに含まれている
資源物（特に雑がみ）の分別
徹底について啓発活動に取
り組む。

39,719 清掃課 ★

・燃えるごみに含まれている
資源物（特に雑がみ）の分別
徹底について、さらなる資源
化を目指し、禁忌品について
も資源化を行う取り組みを開
始した。

・「雑がみ」の資源
化定着と、「禁忌
品」の資源化を普
及していく

・廃棄物の適正処理のため、
伊勢広域環境組合に負担金
を支出した。

・事業系一般廃棄物につい
て、管外搬入がないかごみ
搬入検査を行った。
・パトロールや監視カメラを
設置し、不法投棄の監視を
行った。

・廃棄物減量等推進員によ
り、ごみ減量、リサイクルの
普及・啓発、ごみの分別・出
し方の指導等を行う。また、
まちづくり協議会に対してそ
れらの指導を行うように依頼
した。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・廃棄物の適正処理のため、
伊勢広域環境組合に負担金
を支出する。

・事業系一般廃棄物につい
て、管外搬入がないかごみ
搬入検査を行う。
・パトロールや看板の設置
し、不法投棄の防止に係る
監視および啓発を行う。

・廃棄物減量等推進員によ
り、ごみ減量、リサイクルの
普及・啓発、ごみの分別・出
し方の指導等を行う。また、
まちづくり協議会に対してそ
れらの指導を行うように依頼
する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・廃棄物の適正処理のため、
伊勢広域環境組合に負担金
を支出する。

・事業系一般廃棄物につい
て、管外搬入がないかごみ
搬入検査を行う。
・パトロールや看板の設置
し、不法投棄の防止に係る
監視および啓発を行う。

・廃棄物減量等推進員によ
り、ごみ減量、リサイクルの
普及・啓発、ごみの分別・出
し方の指導等を行う。また、
まちづくり協議会に対してそ
れらの指導を行うように依頼
する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・廃棄物の適正処理のため、
伊勢広域環境組合に負担金
を支出する。

・事業系一般廃棄物につい
て、管外搬入がないかごみ
搬入検査を行う。
・パトロールや看板の設置
し、不法投棄の防止に係る
監視および啓発を行う。

・廃棄物減量等推進員によ
り、ごみ減量、リサイクルの
普及・啓発、ごみの分別・出
し方の指導等を行う。また、
まちづくり協議会に対してそ
れらの指導を行うように依頼
する。

・出前講座として、３Ｒに関す
る講座の開催を行う。
・廃棄物の適正処理のため、
伊勢広域環境組合に負担金
を支出する。

・事業系一般廃棄物につい
て、管外搬入がないかごみ
搬入検査を行う。
・パトロールや看板の設置
し、不法投棄の防止に係る
監視および啓発を行う。

・廃棄物減量等推進員によ
り、ごみ減量、リサイクルの
普及・啓発、ごみの分別・出
し方の指導等を行う。また、
まちづくり協議会に対してそ
れらの指導を行うように依頼
する。

4,955,784 清掃課 ★

・事業系一般廃棄物について
は、伊勢広域環境組合とで行
う搬入検査が一定の削減効
果を示してきた。
・清掃工場の更新に際し、さら
に多くの負担金が必要となっ
ている。

・清掃工場の更新
に向け、さらなるご
みの減量化を目指
すとともに、ごみの
適正処理について
も引き続き排出指
導を継続していく。

感染性廃棄物、産業廃棄物
の適正処理を行った。

感染性廃棄物、産業廃棄物
の適正処理

感染性廃棄物、産業廃棄物
の適正処理

感染性廃棄物、産業廃棄物
の適正処理

感染性廃棄物、産業廃棄物
の適正処理 49,702

病院経
営推進
課

－ － － － － － －
感染性廃棄物、産業廃棄物
の適正処理を行った。

今後も適正な処理
を行う。

医療廃棄物の適正処理を
行った。
（休日夜間応急診療所）

医療廃棄物の適正処理
（休日夜間応急診療所）

医療廃棄物の適正処理
（休日夜間応急診療所）

医療廃棄物の適正処理
（休日夜間応急診療所）

医療廃棄物の適正処理
（休日夜間応急診療所）

207 健康課 － － － － － － －

医療廃棄物を適正に処理する
ことができた

医療廃棄物を適正
に処理する

41,506
t/年

43,159
t/年

42,948
t/年

42,603
t/年

41,918
t/年

34,000
t/年

3 廃棄物の適
正処理

自然環境･生
活環境に影
響がかからな
いような適正
な処理を行い
ます。

地球環境に
配慮し、資
源やエネル
ギーを大切
にする、循
環型社会の
まち

2 3Rの推進

燃えるごみの
量

2



27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

護岸ﾌﾞﾛｯｸに環境保全型を
使用し、植生の早期復元を
図った。

護岸ﾌﾞﾛｯｸに環境保全型を
使用し、植生の早期復元を
図る。

護岸ﾌﾞﾛｯｸに環境保全型を
使用し、植生の早期復元を
図る。

護岸ﾌﾞﾛｯｸに環境保全型を
使用し、植生の早期復元を
図る。

護岸ﾌﾞﾛｯｸに環境保全型を
使用し、植生の早期復元を
図る。 300,640

基盤整
備課

－ － － － － － －

護岸ﾌﾞﾛｯｸに環境保全型を使
用し、植生の早期復元を図れ
た。

今後も護岸ﾌﾞﾛｯｸ
に環境保全型を使
用し、植生の早期
復元を図っていく。

企業が実施する生物多様性
活動や水生生物による水質
調査により、身近な動植物の
生息･生育状況等の環境調
査を実施した。

企業や住民組織等が実施す
る生物多様性活動や水生生
物による水質調査により、身
近な動植物の生息･生育状
況等の環境調査を実施す
る。

企業や住民組織等が実施す
る生物多様性活動や水生生
物による水質調査により、身
近な動植物の生息･生育状
況等の環境調査を実施す
る。

企業や住民組織等が実施す
る生物多様性活動や水生生
物による水質調査により、身
近な動植物の生息･生育状
況等の環境調査を実施す
る。

企業や住民組織等が実施す
る生物多様性活動や水生生
物による水質調査により、身
近な動植物の生息･生育状
況等の環境調査を実施す
る。

0 環境課 － － － － － － －

企業の生物多様性活動への
参加、水生生物調査、池干し
等を通じて環境調査を実施。

継続的な取り組み
により生息状況を
把握し、保全を図
る。

セアカゴケグモやアライグマ
等の外来生物による被害予
防に関する情報提供や啓発
を広報やホームページ等に
より実施した。

生息状況の把握と外来生物
を除去することを目的にため
池の池干しを実施する。

生息状況の把握と外来生物
を除去することを目的にため
池の池干しを実施する。

河川における生物多様性の
保全のため、外来生物の除
去を行う。

河川における生物多様性の
保全のため、外来生物の除
去を行う。ため池の池干しを
実施し、外来生物を駆除す
る。

232 環境課 ★ － － － － － － －

5年間で池干しを2回（H28、
R1）実施、外来生物を駆除し
た。

引き続き、実施可
能な場所で池干し
等を実施して駆除
する。

宮川本流、支流等23箇所に
おいて水質チェックを実施し
た。

宮川本流、支流等23箇所に
おいて水質チェックを実施

宮川本流、支流等23箇所に
おいて水質チェックを実施

宮川本流、支流等23箇所に
おいて水質チェックを実施

全国水環境マップ実行委員
会及び伊勢湾再生推進会議
が実施する水質チェックに参
画し、9地点の水質チェックを
実施

2,500
企画調
整課

－ － － － － － －

水質汚濁の防止･改善、およ
び良好な生活環境の確保を
目的とした取組として継続的
に実施したことで一定の成果
を得ている。

宮川流域ルネッサ
ンス協議会事務局
の事業方針に基づ
き、内容を調整し、
実施する。

伊勢市の公共用水域（河川・
海域）における水質の現状
値を分析して生活排水対策
の資料とした。

伊勢市の公共用水域（河川・
海域）における水質の現状
値を分析して生活排水対策
の資料とする。

伊勢市の公共用水域（河川・
海域）における水質の現状
値を分析して生活排水対策
の資料とする。

伊勢市の公共用水域（河川・
海域）における水質の現状
値を分析して生活排水対策
の資料とする。

伊勢市の公共用水域（河川・
海域）における水質の現状
値を分析して生活排水対策
の資料とする。

13,762 環境課 － － － － － － －

河川・海域の水質の現状把握
を行い、生活排水対策立案の
資料とした。

引き続き、水質の
把握を行い、生活
排水対策を進め
る。

河川堤防法面の除草等を
行った。

河川堤防法面の除草等を行
う。

河川堤防法面の除草等を行
う。

河川堤防法面の除草等を行
う。

河川堤防法面の除草等を行
う。

96,747 維持課 － － － － － － －

河川堤防法面の除草等を行う
ことにより良好な維持管理を
行えた。が、今後、近年の雨
の降り方を考えると、どこまで
事業を広げていかなけらばま
らないか思案するところであ
る。

今後も同規模の事
業内容を進めた
い。

下水道事業計画区域内の整
備を進め、普及率の向上を
図った。

下水道事業計画区域内の整
備を進め、普及率の向上を
図る。

下水道事業計画区域内の整
備を進め、普及率の向上を
図る。

下水道事業計画区域内の整
備を進め、普及率の向上を
図る。

下水道事業計画区域内の整
備を進め、普及率の向上を
図る。

11,856,014
下水道
建設課

★

コスト縮減による建設費の抑
制や工事の前倒し等を推進し
たことで、概ね計画どおりに普
及率が向上し目標の効果を得
ることができた。

国の交付金等財源
確保や建設費抑制
に努め拡大した第
5期の下水道整備
区域内の完成に向
けて整備を継続す
る。

浄化槽の設置に対して補助
金を交付した。

浄化槽の設置に対して補助
金を交付する。

浄化槽の設置に対して補助
金を交付する。

浄化槽の設置に対して補助
金を交付する。

浄化槽の設置に対して補助
金を交付する。

348,082 環境課 ★

5年間で1,338基の補助を行
い、生活排水処理人口の向上
につながった。補助件数は
年々減少傾向にある。

引き続き、下水道
事業との両輪で生
活排水処理対策を
進める。単独浄化
槽からの転換を進
める。

環境に配慮した食生活の大
切さを学ぶことを目的に伊勢
市環境会議が東邦ガス㈱と
連携してエコ・クッキングを２
回開催した。

環境に配慮した食生活の大
切さを学ぶことを目的に伊勢
市環境会議が東邦ガス㈱と
連携してエコ・クッキングを開
催する。

環境に配慮した食生活の大
切さを学ぶことを目的に伊勢
市環境会議が東邦ガス㈱と
連携してエコ・クッキングを開
催する。

環境に配慮した食生活の大
切さを学ぶことを目的に伊勢
市環境会議が東邦ガス㈱と
連携してエコ・クッキングを開
催する。

環境に配慮した食生活の大
切さを学ぶことを目的に伊勢
市環境会議が東邦ガス㈱と
連携してエコ・クッキングを開
催する。

0 環境課 － － － － － － －

東邦ガス(株)と連携して5年間
で計7回実施、146人参加。

身近にできる生活
排水対策として、
引き続き実施して
いく。

宮川の清流と地域風土に
あった環境を守り、次世代に
引き継ぐことに寄与するた
め、小学生等を対象とした自
然体験活動を実施した。

宮川本流、支流等23箇所に
おいて水質チェックを実施

川などの自然や地域の文
化、歴史を体験すると共に、
上中下流の子どもたちの交
流を目的とした「宮川流域子
ども川サミット」や自然を身近
なものと感じてもらうために、
親子で昔ながらの川遊びを
体験する「宮川親子デイキャ
ンプ」を実施。

川などの自然や地域の文
化、歴史を体験すると共に、
上中下流の子どもたちの交
流を目的とした「宮川流域子
ども川サミット」や宮川隆起
に関する住民活動への支援
事業を行う。

宮川流域内の自然や歴史な
どの魅力や活動を行ってい
る個人、団体、企業等による
活動状況などの情報を発信
する

2,800
企画調
整課

－ － － － － － －

宮川流域で活動する住民・団
体等への活動支援や、河川
清掃・植樹等の環境保全活動
を行い、一定の成果を得た。
今後、宮川流域の豊かな自然
を住民、事業者、行政が協力
して次世代に引き継ぐことが
課題である。

宮川流域ルネッサ
ンス協議会事務局
の事業方針に基づ
き、内容を調整し、
実施する。

・伊勢市環境会議が主催す
る勢田川七夕大そうじにおい
て勢田川沿岸を清掃した。

・伊勢市環境会議が主催す
る水生生物による水質調査
といった自然とふれあえる野
外環境学習を小学生を対象
として実施した。

・勢田川に親しみを持っても
らうための啓発物として「勢
田川環境マップブック」を作
成した。

・伊勢市環境会議が主催す
る勢田川七夕大そうじにおい
て勢田川沿岸を清掃する。

・伊勢市環境会議が主催す
る水生生物による水質調査
といった自然とふれあえる野
外環境学習を小学生を対象
として実施する。

・伊勢市環境会議が主催す
る勢田川七夕大そうじにおい
て勢田川沿岸を清掃する。

・伊勢市環境会議が主催す
る水生生物による水質調査
といった自然とふれあえる野
外環境学習を小学生を対象
として実施する。

・伊勢市環境会議が主催す
る勢田川七夕大そうじにおい
て勢田川沿岸を清掃する。

・伊勢市環境会議が主催す
る水生生物による水質調査
といった自然とふれあえる野
外環境学習を小学生を対象
として実施する。

・伊勢市環境会議が主催す
る勢田川七夕大そうじにおい
て勢田川沿岸を清掃する。

・伊勢市環境会議が主催す
る水生生物による水質調査
といった自然とふれあえる野
外環境学習を小学生を対象
として実施する。

1,063 環境課 － － － － － － －

毎年7月に勢田川七夕大そう
じを実施し、沿岸住民の環境
保全意識の高揚を図った。ご
みの量は減少傾向にあり、効
果がみられている。

引き続いて実施す
る。

・伊勢志摩国立公園自然ふ
れあい推進協議会等に負担
金を交付した。

・朝熊ヶ岳参詣マップを作成
した。

・伊勢志摩国立公園自然ふ
れあい推進協議会等に負担
金を交付。

・伊勢志摩国立公園協会及
び同国立公園自然ふれあい
推進協議会等に負担金を交
付

・伊勢志摩国立公園協会及
び同国立公園自然ふれあい
推進協議会等に負担金を交
付した。

・伊勢志摩国立公園協会及
び同国立公園自然ふれあい
推進協議会等に負担金を交
付
・近鉄朝熊駅から朝熊山登
山口まで多言語表記の案内
板を設置した。

12,595
観光振
興課

－ － － － － － －

類似団体が増えてきているこ
とから、会の改廃も含めて、整
理する必要があり、今後の継
続課題となっている。

自然体験や自然保
護の効果的な推進
のため、包括的に
伊勢志摩国立公園
に関する事業を行
う団体の設立など
を検討していく。

97,631
人

自然を満喫
し、また、自
然環境保全
の意識を醸
成するため、
自然とふれあ
う機会や環境
の整備を行い
ます。

汚水処理人
口

91,624
人

93,128
人

94,451
人

96,758
人

94,000
人

動植物の生
息･生育環境
を保全し、生
物多様性の
保全に努めま
す。

2 水環境の保
全

水質汚濁の
防止･改善、
および良好な
生活環境の
確保のため、
生活排水対
策を推進しま
す。

2 豊かな自然
を守り、水と
緑と人が共
生する魅力
あるまち

1 自然環境の
保全

1 生物多様性
の保全

3 自然とのふれ
あいの増進
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27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

1 森林環境の
保全

森林の有する
公益的機能
（水源のかん
養、自然災害
の防止等）を
発揮できるよ
う、適切な森
林管理を推
進します。

・間伐による森林の適正管
理を行った。

・間伐による森林の適正管
理

・間伐による森林の適正管
理

・間伐による森林の適正管
理

・間伐による森林の適正管
理

4,807
農林水
産課

－ － － － － － －

・間伐による森林の適正管理
を行い一定の成果を得た。今
後も継続した管理が必要であ
る。

・Ｒ2年度から環境
保全林管理経費に
1本化し、引き続き
森林保全に取り組
む。
・R元年度から始
まった森林経営管
理制度の活用も検
討しながら継続的
な森林保全を進め
る。

2 農地環境の
保全

農地の有する
公益的機能
（自然災害の
防止、景観形
成等）を発揮
できるよう、
農地の保全
を図ります。

･農業・農村地域における草
刈りや・泥上げ等の共同活
動や景観形成作物の植栽等
の農村環境活動等に対し活
動を行っている地域で設立し
た活動組織に対し支援を
行った。

・集落・地域において、将来
にわたり農地を集積し、それ
らを耕作する中心となる経営
体を決定するプランを地位住
民とともに作成。

･農業・農村地域における草
刈りや・泥上げ等の共同活
動や景観形成作物の植栽等
の農村環境活動等に対し活
動を行っている地域で設立し
た活動組織に対し支援を行
う。

・集落・地域において、将来
にわたり農地を集積し、それ
らを耕作する中心となる経営
体を決定するプランを地位住
民とともに作成する。

･農業・農村地域における草
刈りや・泥上げ等の共同活
動や景観形成作物の植栽等
の農村環境活動等に対し活
動を行っている地域で設立し
た活動組織に対し支援を行
う。

･農業・農村地域における草
刈りや・泥上げ等の共同活
動や景観形成作物の植栽等
の農村環境活動等に対し活
動を行っている地域で設立し
た活動組織に対し支援を
行った。

･農業・農村地域における草
刈りや・泥上げ等の共同活
動や景観形成作物の植栽等
の農村環境活動等に対し活
動を行っている地域で設立し
た活動組織に対し支援を
行った。

597,162
農林水
産課

★
多面的機能
支払活動組
織数

26
組織

26
組織

27
組織

28
組織

26
組織

33
組織

･地域の活動組織への支援に
より一定の成果を得た。
しかしながら、増え続けてきた
組織数がＲ元年度において２
組織減少したことから今後、
組織数増加に向けた取組み
が必要。

・組織数の増加を
図りながら継続し
た取組みを行って
いく。

・漁業者とともに干潟の環境
改善を行った。

・漁業者とともに干潟の環境
改善を行う。

・漁業者とともに干潟の環境
改善を行う

・漁業者とともに干潟の保全
活動を行った。

・漁業者とともに干潟の保全
活動を行った。

2,834
農林水
産課

－ － － － － － －

取り組みを行ってきたが、水
産資源の回復には至っていな
い。

令和2年度まで継
続実施

・海水浴場期間前に二見旅
館組合主催の二見浦海岸清
掃に参加した。

・海水浴場期間前に二見旅
館組合主催の二見浦海岸清
掃に参加。

・海水浴場期間前に二見町
旅館組合主催の二見浦海岸
清掃に参加する。

・海水浴場期間前に二見町
旅館組合主催の二見浦海岸
清掃に参加する。

・海水浴場期間前に二見町
旅館組合主催の二見浦海岸
清掃に参加する。 0

観光振
興課

－ － － － － － －

2 公益的機能
の保全

3 沿岸海域環
境の保全

沿岸海域の
有する公益的
機能（水循
環、沿岸景観
形成、海洋文
化醸成）を発
揮できるよ
う、沿岸海域
環境の保全
を図ります。

2 豊かな自然
を守り、水と
緑と人が共
生する魅力
あるまち

4



27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

・空家等対策計画の策定
　「空家等対策の推進に関す
る特別措置法」施行に伴い、
「空家等対策計画」を28年度
を目標に策定するため、市
内の空家実態調査を実施し
た。

・空家等対策計画の策定
　空家調査の結果を踏まえ、
「空家等対策計画」を28年度
末に策定する。また、計画に
ついては、設置する協議会
に諮り策定する。

伊勢市空家等対策計画に基
づき、空家所有者等に適正
な管理を求めていく。また、
空家バンクを創設するととも
に、県外からの移住を促進
し、市内空家の利活用を推
進していく。

伊勢市空家等対策計画に基
づき、空家所有者等に適正
な管理を求めていく。また、
空家バンク制度を活用しな
がら、県内外からの移住及
び市内空家の利活用の促進
を図っていく。

伊勢市空家等対策計画に基
づき、空家所有者等に適正
な管理を求めていく。また、
空家バンク制度を活用しな
がら、県内外からの移住及
び市内空家の利活用の促進
を図っていく。

42,735
住宅政
策課

★ － － － － － － －

伊勢市空家等対策計画を策
定し、計画的・総合的に空家
対策に取り組むことで、着実
に住環境の向上につなげるこ
とができた。

空家件数は今後も
増加が予想される
ことから、実態調
査により現況を把
握するとともに、引
き続き、空家所有
者等の管理意識の
向上につながるよ
う、普及啓発に努
める。

伊勢市内の自動車騒音や環
境騒音・振動、悪臭の環境
測定を実施して、基準値を超
えていれば改善指導等を
行った。

伊勢市内の自動車騒音や環
境騒音・振動、悪臭の環境
測定を実施して、基準値を超
えていれば道路管理者等へ
改善要請を行う。

伊勢市内の自動車騒音や環
境騒音・振動、悪臭の環境
測定を実施し、基準値を超え
ていれば道路管理者等へ改
善要請を行う。

伊勢市内の自動車騒音や環
境騒音・振動、悪臭の環境
測定を実施し、基準値を超え
ていれば道路管理者等へ改
善要請を行う。

伊勢市内の自動車騒音や環
境騒音・振動、悪臭の環境
測定を実施し、基準値を超え
ていれば道路管理者等へ改
善要請を行う。

3,140 環境課 － － － － － － －

環境騒音、自動車騒音・振動
を定期的に実施して住環境の
改善を図った。基準を超える
ことはなかった。

安心・安全で快適
な住環境の実現に
向けて引き続き実
施する。

バリアフリー観光を実現する
ために、伊勢志摩バリアフ
リーツアーセンター等が設立
したおもてなしヘルパー推進
会議に負担金を支出した。

バリアフリー観光を実現する
ために、伊勢志摩バリアフ
リーツアーセンター等が設立
したおもてなしヘルパー推進
会議に負担金を支出する。

バリアフリー観光を実現する
ために、伊勢志摩バリアフ
リーツアーセンター等、関係6
団体で設立した「伊勢おもて
なしヘルパー推進会議」に参
画し、伊勢神宮内宮での参
拝サービス構築を行った。ま
た、バリアフリー観光の情報
発信を行った。

バリアフリー観光を実現する
ために、伊勢志摩バリアフ
リーツアーセンター等、関係6
団体で設立した「伊勢おもて
なしヘルパー推進会議」に参
画し、伊勢神宮内宮での参
拝サービスを行った。また、
バリアフリー観光の情報発
信を行った。

バリアフリー観光を実現する
ために、伊勢志摩バリアフ
リーツアーセンター等、関係6
団体で設立した「伊勢おもて
なしヘルパー推進会議」に参
画し、伊勢神宮内宮での参
拝サービスを行う。また、バ
リアフリー観光の情報発信を
行う。

12,611
観光振
興課

－ － － － － － －

紙媒体・ウェブ媒体を活用した
バリアフリー観光の情報発信
や地元団体・大学等と連携し
た人材育成により、伊勢おも
てなしヘルパーのサービス利
用者・提供者の拡充につな
がった。

R2年度以降も、バ
リアフリーマップの
リニューアルや伊
勢おもてなしヘル
パーのサービス内
容拡充など、バリ
アフリー観光の取
組を一層進めてい
く。

市の公園施設において、出
入口やトイレのユニバーサ
ルデザイン及びバリアフリー
化の整備を図った。

市の公園施設において、出
入口やトイレのユニバーサ
ルデザイン及びバリアフリー
化の整備を図る。

― ― 宮川堤公園整備において、
ユニバーサルデザイン及び
バリアフリー化の整備を図
る。(H30～R1) 160,615

基盤整
備課

－ － － － － － －

地元要望を反映し、公園施設
のユニバーサルデザイン及び
バリアフリー化が図れた。

今後もユニバーサ
ルデザイン及びバ
リアフリー化を意
識した公園施設の
整備を行っていく。

― ― 伊勢市役所本館の改修にお
いて、ユニバーサルデザイン
及びバリアフリー化の整備を
図る。(H29～H30)

伊勢市役所本館の改修にお
いて、ユニバーサルデザイン
及びバリアフリー化の整備を
図る。(H29～H30)

―

1,063,800
資産経
営課

－ － － － － － －

本庁舎がユニバーサルデザイ
ン及びバリアフリー化が図ら
れた。

引き続きユニバー
サルデザイン及び
バリアフリーに配
慮した施設運営に
努める。

― ― ― 五十鈴川駅におけるバリア
フリ－化設備等整備事業を
行う鉄道事業者に対し、補助
金を交付する。

五十鈴川駅におけるバリア
フリ－化設備等整備事業を
行う鉄道事業者に対し、補助
金を交付する。

4,548
都市計
画課

－ － － － － － －

五十鈴川駅におけるバリアフ
リ－化設備等整備事業を行う
鉄道事業者に対し、補助金を
交付しバリアフリー化を推進し
た。

現在の基本構想に
よる特定事業計画
への補助金交付は
令和2年度で終了
する。

公園緑地の修繕、清掃、除
草、剪定、消毒等を行った。

公園緑地の修繕、清掃、除
草、剪定、消毒等を行う。

公園緑地の修繕、清掃、除
草、剪定、消毒等を行う。

公園緑地の修繕、清掃、除
草、剪定、消毒等を行う。

公園緑地の修繕、清掃、除
草、剪定、消毒等を行う。

828,789 維持課 － － － － － － －

公園緑地の修繕、清掃、除
草、剪定、消毒等を行うことに
より公園利用者の安全確保が
行えた。

今後も同規模の事
業を考えたい。

・伊勢市を美しくする条例の
周知と市民の環境美化意識
の高揚を図ることで、きれい
なまちづくりを推進するた
め、「伊勢市環境会議」と5月
30日のごみゼロの日にちな
み、伊勢市駅周辺において
早朝清掃を行った。
・広報いせや出前講座及び
看板の設置にて、空き缶や
たばこの吸殻のポイ捨て防
止についての啓発を行った。

・伊勢市を美しくする条例の
周知と市民の環境美化意識
の高揚を図ることで、きれい
なまちづくりを推進するた
め、毎年行っているごみゼロ
早朝清掃を伊勢志摩サミット
開催に係るイベントと兼ねて
行う。
・広報いせや出前講座及び
看板の設置にて、空き缶や
たばこの吸殻のポイ捨て防
止についての啓発を行う。

・伊勢市を美しくする条例の
周知と市民の環境美化意識
の高揚を図ることで、きれい
なまちづくりを推進するた
め、毎年行っているごみゼロ
早朝清掃を伊勢志摩サミット
開催に係るイベントと兼ねて
行う。
・広報いせや出前講座及び
看板の設置にて、空き缶や
たばこの吸殻のポイ捨て防
止についての啓発を行う。

・伊勢市を美しくする条例の
周知と市民の環境美化意識
の高揚を図ることで、きれい
なまちづくりを推進するた
め、毎年行っているごみゼロ
早朝清掃をインターハイ開催
開催に係るイベントと兼ねて
行う。
・広報いせや出前講座及び
看板の設置にて、空き缶や
たばこの吸殻のポイ捨て防
止についての啓発を行う。

・伊勢市を美しくする条例の
周知と市民の環境美化意識
の高揚を図ることで、きれい
なまちづくりを推進するた
め、毎年行っているごみゼロ
早朝清掃を天皇陛下ご来勢
に併せて行う。
・路上喫煙対策として、新た
に審議会を設置し、路上喫
煙禁止区域の指定を検す
る。
・広報いせや出前講座及び
看板の設置にて、空き缶や
たばこの吸殻のポイ捨て防
止についての啓発を行う。

8 清掃課 － － － － － － －

・「伊勢市を美しくする条例」
を、たばこの吸い殻のポイ捨
てだけでなく、たばこの火によ
る火傷の防止も加えた、「伊
勢市ポイ捨て及び路上喫煙の
防止に関する条例」に改正し
た。

・路上喫煙の防止
に関しても、「禁止
区域」の追加や変
更など、審議会で
議論していく。必要
に応じて、禁止区
域掲示看板や喫煙
所の整備などを
行っていく。

・狂犬病予防集合注射案内
時および動物愛護週間時の
広報いせを活用したペットの
飼い方マナーの啓発を行っ
た。

・犬猫不妊去勢手術を行った
飼い主に助成金を交付した。
（交付件数707件）

・狂犬病予防集合注射案内
時および動物愛護週間時の
広報いせを活用したペットの
飼い方マナー啓発

・犬猫不妊去勢手術を行った
飼い主に助成金を交付

・狂犬病予防集合注射案内
時および動物愛護週間時の
広報いせを活用したペットの
飼い方マナー啓発

・犬猫不妊去勢手術を行った
飼い主に助成金を交付

・狂犬病予防集合注射案内
時および動物愛護週間時の
広報いせを活用したペットの
飼い方マナー啓発

・犬猫不妊去勢手術を行った
飼い主に助成金を交付

・狂犬病予防集合注射案内
時および動物愛護週間時の
広報いせを活用したペットの
飼い方マナー啓発

・犬猫不妊去勢手術を行った
飼い主に助成金を交付

18,017 環境課 － － － － － － －

5年間で3,488件の犬・猫の不
妊去勢手術助成を行った。ま
た、ペットの飼い方マナーを啓
発し、衛生環境の向上を図っ
た。

狂犬病予防注射接
種を徹底するた
め、啓発を実施。
不妊去勢手術を継
続し適正飼育を促
す。

生活者も来訪
者も快適に過
ごせる地域の
環境美化、衛
生環境の向
上に努めま
す。

騒音･振動、
悪臭等の公
害や、近年増
加している空
き家などが適
正に管理さ
れ、安心安全
で快適な住環
境の実現を
目指します。

2 バリアフリー･
ユニバーサ
ルデザインの
推進

バリアフリー、
ユニバーサ
ルデザインを
推進し、誰も
が快適に生
活できるまち
の実現を目
指します。

3 歴史･文化
の薫る、快
適に暮らせ
るまち

1 都市･快適環
境の向上

1 住環境の向
上

3 美しく潤いの
ある空間づく
り
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27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

1 伊勢の環境
文化の保全

伊勢のまちで
醸成された環
境文化を保
全･発信しま
す。

・環境フェア等にて、伊勢の
環境文化の発信を行った。
・三重県のモデル事業として
取り組む電気自動車等を活
用した取組を県のネットワー
ク会議を通じて県内他の市
町へ情報発信を行った。

・環境フェア等にて、伊勢の
環境文化の発信を行う。
・三重県のモデル事業として
取り組む電気自動車等を活
用した取組を県のネットワー
ク会議を通じて県内他の市
町へ情報発信を行う。

・環境フェア等にて、伊勢の
環境文化の発信を行う。
・三重県のモデル事業として
取り組む電気自動車等を活
用した取組を県のネットワー
ク会議を通じて県内他の市
町へ情報発信を行う。

・環境フェア等にて、伊勢の
環境文化の発信を行う。

・環境フェア等にて、伊勢の
環境文化の発信を行う。

0 環境課 － － － － － － －

環境フェア等で、毎年継続し
て伊勢の環境文化の発信を
行った。

引き続き、発信し
ていく。

2 良好な景観
の形成

伊勢の歴史
や文化を感じ
ることができ
る景観の形
成を推進しま
す。

・「伊勢市景観計画」に定め
る景観形成基準に基づく指
導を行った。
・内宮おはらい町地区と二見
町茶屋地区において、建築
物の建築等又は工作物の建
設等で、伊勢市景観計画に
定める重点地区景観形成基
準に適合した事業に補助金
を交付した。

・「伊勢市景観計画」に定め
る景観形成基準に基づく指
導
・内宮おはらい町地区と二見
町茶屋地区において、建築
物の建築等又は工作物の建
設等で、伊勢市景観計画に
定める重点地区景観形成基
準に適合した事業に補助金
を交付
・景観の絵画及び写真のコン
ク－ルの実施により、市民に
対し良好な景観形成のため
の意識啓発

・「伊勢市景観計画」に定め
る景観形成基準に基づく指
導
・「伊勢市景観計画」を変更
し、太陽光発電施設を届出
対象工作物に追加
・内宮おはらい町地区におい
て、工作物の建設で、伊勢市
景観計画に定める重点地区
景観形成基準に適合した事
業に補助金を交付
・景観の絵画及び写真のコン
ク－ルの実施により、市民に
対し良好な景観形成のため
の意識啓発

・「伊勢市景観計画」に定め
る景観形成基準に基づく指
導
・内宮おはらい町地区と二見
町茶屋地区において、建築
物の建築等又は工作物の建
設等で、伊勢市景観計画に
定める重点地区景観形成基
準に適合した事業に補助金
を交付
・景観の絵画及び写真のコン
ク－ルの実施により、市民に
対し良好な景観形成のため
の意識啓発

・「伊勢市景観計画」に定め
る景観形成基準に基づく指
導
・内宮おはらい町地区と二見
町茶屋地区において、建築
物の建築等又は工作物の建
設等で、伊勢市景観計画に
定める重点地区景観形成基
準に適合した事業に補助金
を交付
・景観の絵画及び写真のコン
ク－ルの実施により、市民に
対し良好な景観形成のため
の意識啓発

11,201
都市計
画課

－ － － － － － －

伊勢市景観計画における重
点地区で交付要綱に適合した
事業に対する補助金の交付
や、景観コンクールの実施に
よる景観形成の意識啓発によ
り、良好な景観形成の推進を
図った。

・令和2年度以降も
事業を実施。
・二見町茶屋地区
において、重点地
区景観形成基準の
見直しを検討して
いく。

寄せ植えコンテストを三重県
種苗協会と共催した。

―
※開催地が変更

―
※開催地が変更

－ －
980

観光振
興課

－ － － － － － －
― ―

市民参加による「花のまちづ
くり」の推進を行った。

市民参加による「花のまちづ
くり」の推進
・市民が公共用地の花壇等
に四季折々の植栽を行う。

市民参加による「花のまちづ
くり」の推進
・市民が公共用地の花壇等
に四季折々の植栽を行う。

市民参加による「花のまちづ
くり」の推進
・市民が公共用地の花壇等
に四季折々の植栽を行う。

市民参加による「花のまちづ
くり」の推進
・市民が公共用地の花壇等
に四季折々の植栽を行う。

21,783 維持課 － － － － － － －

市民の方々が公共用地の花
壇等に四季折々の植栽を行
い、花のある空間作りが行え
た。

今後も同規模の事
業を考えたい。

2 歴史的･文化
的環境の保
全

3 伊勢の環境
文化を伝える
おもてなし

伊勢市を訪
れた人が、伊
勢市の環境
に配慮したラ
イフスタイル
を地元に持ち
帰り、実践し
てもらえるよう
なおもてなし
を推進しま
す。

3 歴史･文化
の薫る、快
適に暮らせ
るまち
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27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

・全小中学校による学校環
境デー(6月5日）に取組ん
だ。
・環境教育、環境保全の取
組、環境集会を実施した。
・省エネルギーに取組んだ。
(節電・節水の推奨、緑化活
動)
・リサイクル活動のためのア
ルミ缶回収を実施した。
・学校、地域ごとの浜清掃、
河川清掃を実施した。
・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用を行った。
・伊勢市環境会議による出
前講座を実施した。
・絶滅危惧1B類ヒヌマイトトン
ボの学習と生息地の保護活
動を行った。

・全小中学校による学校環
境デー(6月5日）の取組
・環境教育、環境保全の取
組、環境集会、環境ウォーク
ラリーの実施
・省エネルギーの取組(節電・
節水の推奨、緑化活動)
・リサイクル活動のためのア
ルミ缶回収の実施
・学校、地域ごとの浜清掃、
河川清掃の実施
・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施
・絶滅危惧1B類ヒヌマイトトン
ボの学習と生息地の保護活
動
・松林保全のための植樹活

・全小中学校による学校環
境デー(6月5日）の取組
・環境教育、環境保全の取
組、環境集会、環境ウォーク
ラリーの実施
・省エネルギーの取組(節電・
節水の推奨、緑化活動)
・リサイクル活動のためのア
ルミ缶回収の実施
・学校、地域ごとの浜清掃、
河川清掃の実施
・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施
・絶滅危惧1B類ヒヌマイトトン
ボの学習と生息地の保護活
動
・松林保全のための植樹活

・全小中学校による学校環
境デー(6月5日）の取組
・環境教育、環境保全の取
組
・省エネルギーの取組(節電・
節水の推奨、緑化活動)
・リサイクル活動のためのア
ルミ缶回収の実施
・学校、地域ごとの浜清掃、
河川清掃の実施
・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施
・絶滅危惧1B類ヒヌマイトトン
ボの学習と生息地の保護活
動
・松林保全のための植樹活
動

・全小中学校による学校環
境デー(6月5日）の取組
・環境教育、環境保全の取
組
・省エネルギーの取組(節電・
節水の推奨、緑化活動)
・リサイクル活動のためのア
ルミ缶回収の実施
・学校、地域ごとの浜清掃、
河川清掃の実施
・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施
・絶滅危惧1B類ヒヌマイトトン
ボの学習と生息地の保護活
動
・松林保全のための植樹活
動

0
学校教
育課

★ － － － － － － －

・企業・地域・家庭との連携や
学校環境デーの取組の実施
率は100％を達成することが
できており、環境学習の取組
は広げることができた。
・学校や地域における資源回
収やさまざまな教育活動を通
して、環境について繰り返し考
える機会を持つことができた。
児童生徒の環境保全意識
は、定着してきており、環境を
改善しようとする実践力を高
めることにつなげることができ
た。

継続実施

・「伊勢市環境会議」の主催
で、３Rの推進及び不法投棄
防止を目的に、市内小中学
校を対象に「ごみゼロポス
ター」の募集を行った。
・小学校の社会学習として、
ごみの分別・３Rの推進の説
明やパッカー車による収集
の体験等を行う出前講座を
実施した。

・「伊勢市環境会議」の主催
で、３Rの推進及び不法投棄
防止を目的に、市内小中学
校を対象に「ごみゼロポス
ター」の募集を行う。
・小学校の社会学習として、
ごみの分別・３Rの推進の説
明やパッカー車による収集
の体験等を行う出前講座を
実施する。

・「伊勢市環境会議」の主催
で、３Rの推進及び不法投棄
防止を目的に、市内小中学
校を対象に「ごみゼロポス
ター」の募集を行う。
・小学校の社会学習として、
ごみの分別・３Rの推進の説
明やパッカー車による収集
の体験等を行う出前講座を
実施する。

・「伊勢市環境会議」の主催
で、３Rの推進及び不法投棄
防止を目的に、市内小中学
校を対象に「ごみゼロポス
ター」の募集を行う。
・小学校の社会学習として、
ごみの分別・３Rの推進の説
明やパッカー車による収集
の体験等を行う出前講座を
実施する。
・ごみの減量・再資源化につ
いて、各自治会等へ説明会・
出前授業を実施する。

・「伊勢市環境会議」の主催
で、３Rの推進及び不法投棄
防止を目的に、市内小中学
校を対象に「MOTTAINAI推
進ポスター」の募集を行う。
・小学校の社会学習として、
ごみの分別・３Rの推進の説
明やパッカー車による収集
の体験等を行う出前授業を
実施する。

8,068 清掃課 ★ － － － － － － －

・出前授業などを通じて、環境
会議活動のサポートを行っ
た。

・雑がみ「禁忌品」
のトイレットペー
パー化事業を、環
境会議主催の取り
組みとして、環境
会議のPRや新規
会員増などの効果
を図っていく。

・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用を行った。
・太陽光発電のしくみの学
習、河川環境の保全活動な
どを行った。
・伊勢市環境会議による出
前講座を実施した。

・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・太陽光発電のしくみの学
習、河川環境の保全活動な
ど
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施

・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・太陽光発電のしくみの学
習、河川環境の保全活動な
ど
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施

・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・太陽光発電のしくみの学
習、河川環境の保全活動な
ど
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施

・環境保全活動に取り組む
地域企業の出前講座等の活
用
・太陽光発電のしくみの学
習、河川等の環境保全活動
など
・伊勢市環境会議による出
前講座の実施

0
学校教
育課

－ － － － － － －

・出前講座活用の取組は、広
がった。

継続実施

民間事業者や大学と連携
し、小中学生を対象に環境
教育の出前講座等を実施し
た。

民間事業者や大学と連携
し、小中学生を対象に環境
教育の出前講座等を実施す
る。

民間事業者や大学と連携
し、小中学生を対象に環境
教育の出前講座等を実施す
る。

民間事業者や大学と連携
し、小中学生を対象に環境
教育の出前講座等を実施す
る。

・民間事業者や大学と連携
し、小中学生を対象に環境
教育の出前講座等を実施す
る。

1,100 環境課 ★ － － － － － － －

皇學館大学が延べ25校、企
業が延べ43校、小学校での出
前授業を実施し、将来を担う
子どもたちの環境意識の高揚
を図った。

新たな連携先を創
出して企画の充実
を図り、積極的に
出前講座を実施す
る。

1 市民･団体に
よる環境保全
活動の推進

市民一人ひと
りが環境に配
慮した暮らし
を実践し、ま
た、地域やグ
ループにより
環境活動の
推進を図りま
す。

民間事業者と連携し、小学
生を対象にキッズISO14000
プログラムを実施し、家庭に
おいて環境に配慮した生活
スタイルを実践いただいた。

民間事業者と連携し、小学
生を対象にキッズISO14000
プログラムを実施し、家庭に
おいて環境に配慮した生活
スタイルを実践いただく。

民間事業者と連携し、小学
生を対象にキッズISO14000
プログラムを実施し、家庭に
おいて環境に配慮した生活
スタイルを実践いただく。

民間事業者と連携し、小学
生を対象にキッズISO14000
プログラムを実施し、家庭に
おいて環境に配慮した生活
スタイルを実践いただく。

民間事業者と連携し、小学
生を対象にキッズISO14000
プログラムを実施し、家庭に
おいて環境に配慮した生活
スタイルを実践いただく。 0 環境課 － － － － － － －

第三銀行と連携し、5年間で5
校、キッズISO14000プログラ
ムを実施。家庭における取組
を推進した。

引き続き実施し、
学校と家庭での取
り組みを推進す
る。実施校を増や
していく。

伊勢市産業支援センターに
おいて、市内事業者に向け、
環境マネジメントシステムに
関するセミナー等の情報発
信を行った。

伊勢市産業支援センターに
おいて、市内事業者に向け、
環境マネジメントシステムに
関するセミナー等の情報発
信を行う。

― ― 伊勢市産業支援センターで、
市内事業者に対し、南勢地
域製造管理者育成基礎講座
を開催し、その１つの講座と
して環境管理に関する講座
を実施した。

0
商工労
政課

－ － － － － － －

製造管理者育成の一環とし
て、環境管理に関する講座を
実施しており、企業での環境
管理の進め方を理解していた
だくなど、一定の成果を上げ
ている。

環境保全活動の推
進に向け、引き続
きセミナー等を実
施していく。

企業が実施する生物多様性
活動や清掃活動に参加・協
力し、地域活動等への協力
を推進した。

企業・住民組織等が実施す
る生物多様性活動や清掃活
動に参加・協力し、地域活動
等への協力を推進する。

企業・住民組織等が実施す
る生物多様性活動や清掃活
動に参加・協力し、地域活動
等への協力を推進する。

企業・住民組織等が実施す
る生物多様性活動や清掃活
動に参加・協力し、地域活動
等への協力を推進する。

企業・住民組織等が実施す
る生物多様性活動や清掃活
動に参加・協力し、地域活動
等への協力を推進する。

0 環境課 － － － － － － －

企業が実施する生物多様性
活動・清掃活動に参加・協力
した。

引き続き、実施企
業と連携して地域
活動への協力を進
める。

伊勢市環境会議に、環境啓
発に係る事業実施のための
負担金を支出し、活動を推進
した。

伊勢市環境会議に、環境啓
発に係る事業実施のための
負担金を支出し、活動を推進
する。

伊勢市環境会議に、環境啓
発に係る事業実施のための
負担金を支出し、活動を推進
する。

伊勢市環境会議に、環境啓
発に係る事業実施のための
負担金を支出し、活動を推進
する。

伊勢市環境会議に、環境啓
発に係る事業実施のための
負担金を支出し、活動を推進
する。

2,705
清掃課
環境課

★ － － － － － － －

・出前授業などを通じて、環境
会議活動のサポートを行っ
た。
・伊勢市環境会議と連携し、
環境啓発に係るさまざまな事
業を実施し、市民意識の高揚
を図った。

・雑がみ「禁忌品」
のトイレットペー
パー化事業を、環
境会議主催の取り
組みとして、環境
会議のPRや新規
会員増などの効果
を図っていく。
・市民が主体となっ
て活動する伊勢市
環境会議を中心と
して、啓発活動を
行っていく。

環境フェアの開催
　市内の環境団体・事業者
等により、環境取組の紹介
や啓発活動を行った。

環境フェアの開催
　市内の環境団体・事業者
等により、環境取組の紹介
や啓発活動を行う。

環境フェアの開催
　市内の環境団体・事業者
等により、環境取組の紹介
や啓発活動を行う。

環境フェアの開催
　市内の環境団体・事業者
等により、環境取組の紹介
や啓発活動を行う。

環境フェアの開催
　市内の環境団体・事業者
等により、環境取組の紹介
や啓発活動を行う。

4,333 環境課 － － － － － － －

毎年10月に環境フェアを開催
し、市民の環境意識の高揚を
図った。

引き続き実施し、
市民啓発を行う。
企画の充実を図っ
ていく。

伊勢志摩サミットおもてなし
会議（市民・事業者と連携）
によるクリーンアップ活動を
行った。

伊勢志摩サミットおもてなし
会議（市民・事業者と連携）
によるクリーンアップ活動の
実施

― ― －

0
商工労
政課

－ － － － － － －

キャンドルナイト伊勢の開催
…親水機会の提供、河川浄
化啓発等のため、勢田川沿
岸にキャンドル（約１万個）を
灯した。

キャンドルナイト伊勢の開催
…親水機会の提供、河川浄
化啓発等のため、勢田川沿
岸にキャンドル（約１万個）を
灯す。

― ― －

0 環境課 － － － － － － －

事業活動に
おける環境負
荷の低減や、
地域活動等
への協力を
推進します。

3 市民･事業
者･行政の連
携･協働

市民、事業
者、市が情報
共有し、意思
疎通を図り、
相互理解のも
と協働で活動
展開できるよ
うネットワーク
の形成を図り
ます。

ESDの視点に
基づき、学校
や地域･社会
での環境教
育･環境学習
の充実を図り
ます。

2 環境教育等
を推進する体
制づくり

地域や学校、
職場等で環
境教育･環境
学習を総合
的･体系的に
推進する体制
づくりを行い
ます。

4 協働でつく
る、人と環
境にやさし
いまち

1 環境教育･環
境学習の充
実

1 ESDに基づく
環境教育・学
習の充実

2 環境保全活
動の推進

2 事業者による
環境保全活
動の推進
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27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

実績値 本事業の総括
(成果･課題等)

今後の方向性
施策推進に係る取組内容

目標値指標総事業費
事業
担当課

重点
事業

第2期環境基本計画の総括第2期環境基本計画　事業実績 目標指標
基本
目標

大項目 小項目 内容

1 伊勢商工会議所環境委員会
と連携し、環境に関する情報
の共有等を行った。

伊勢商工会議所環境委員会
と連携し、環境に関する情報
の共有等を行う。

伊勢商工会議所環境委員会
と連携し、環境に関する情報
の共有等を行う。

伊勢商工会議所環境委員会
と連携し、環境に関する情報
の共有等を行う。

伊勢商工会議所環境委員会
と連携し、環境に関する情報
の共有等を行う。

0
環境課
清掃課

－ － － － － － －

・廃棄物減量審議会、路上喫
煙対策審議会委員を依頼し参
画していいただくことで、情報
共有を図った。

・審議会委員だけ
でなく、「雑がみ」
「食品ロス削減」な
どについても、取
組みをお願いして
いく。

生物多様性に関する研修に
よる職員の人材育成及び他
機関の情報収集及び連携を
図るために、環境省環境調
査研修所において実施され
た自然環境研修に参加し
た。

生物多様性に関する研修へ
の参加により職員の人材育
成及び他機関の情報収集及
び連携を図る。

生物多様性に関する研修へ
の参加により職員の人材育
成及び他機関の情報収集及
び連携を図る。

生物多様性について、有識
者との情報共有を行う。ま
た、環境フェアにおいて啓発
ブースを出展し、情報発信を
行う。

生物多様性について、有識
者・企業との情報共有を行
う。また、市内の池干しを行
う。 223 環境課 ★ － － － － － － －

生物多様性について、大学・
企業等と連携して保全活動を
行い、環境フェアで啓発を行っ
た。

引き続き、大学・企
業等と連携して生
物多様性について
情報共有・情報発
信を行う。

2 環境情報の
発信･活用

市民や事業
者が理解、利
用しやすいよ
う、環境情報
を発信すると
ともに、活用
方法を検討し
ます。

・市HP・広報いせ等を活用
し、情報発信の強化を行っ
た。
・環境フェア等の市内イベン
トにおいて環境啓発・情報発
信等を行った。

・市HP・広報いせ等を活用
し、情報発信の強化を行う。
・環境フェア等の市内イベン
トにおいて環境啓発・情報発
信等を行う。

・市HP・広報いせ等を活用
し、情報発信の強化を行う。
・環境フェア等の市内イベン
トにおいて環境啓発・情報発
信等を行う。

・市HP・広報いせ等を活用
し、情報発信の強化を行う。
・環境フェア等の市内イベン
トにおいて環境啓発・情報発
信等を行う。

・市HP・広報いせ等を活用
し、情報発信の強化を行う。
・環境フェア等の市内イベン
トにおいて環境啓発・情報発
信等を行う。

0 環境課 － － － － － － －

ホームページ・広報いせ・環境
フェア等の行事を通じて啓発・
情報発信を行った。

引き続き、啓発内
容・発信情報の充
実を図っていく。

3 環境情報の
受発信の強
化

環境情報の
収集･分析

伊勢市の環
境に関する情
報やデータを
収集･把握す
るとともに、現
況や今後の
展望について
の分析を行い
ます。

4 協働でつく
る、人と環
境にやさし
いまち
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